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研究成果の概要（和文）：ヒトとイヌの共同生活における長期的な変化についてライフログ調査を実施した。そ
の結果、運動活性や内分泌、腸内細菌叢などが見出され、ヒトとイヌの関係性の変化やその影響を明らかにする
ことができた。特に、イヌと飼い主の運動活性度やオキシトシン値には相関があり、心理尺度にも影響があるこ
とが示された。さらに、イヌ飼育児童におけるイヌ飼育の影響を検討したところ、上記の測定項目でイヌ飼育群
と対照群の間に一部の差が見られた。また、イヌの飼育経験がヒトの心身に与える影響の一部には腸内細菌叢が
関与している可能性を見出した。さらなる研究が待たれるが、イヌの飼育はヒトの心身の健康促進に有益である
可能性があるとされた。

研究成果の概要（英文）：A life-log investigation was conducted to examine the long-term changes in 
human-dog coexistence. The results revealed various factors such as physical activity, endocrine 
responses, and gut microbiota, shedding light on the evolving dynamics and their impact on both 
humans and dogs. Particularly, correlations were found between the physical activity levels and 
oxytocin values of dogs and their owners, as well as their psychological measures. Furthermore, an 
examination of the effects of dog ownership on children demonstrated certain differences between the
 dog-owning group and the control group in the measured variables. It was also discovered that the 
gut microbiota could be involved in some of the effects of dog ownership on human well-being. While 
further research is needed, the potential benefits of dog ownership on human physical and mental 
health have been suggested.

研究分野：動物行動学

キーワード： 思春期コホート　腸内細菌叢　向社会性　内分泌　心尺度　イヌ飼育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではイヌの飼育によるヒトの心身の健康への影響を、運動、睡眠リズム、内分泌変化、腸内細菌叢と心尺
度から調査した。その結果、思春期の飼育児童のWell-Beingが向上し、その背景にオキシトシンやコルチゾール
の変化を伴っていることを見出した。またイヌ飼育の思春期児童の細菌叢を無菌マウスに投与しノトバイオート
マウスを作成したところ、向社会行動の増加を認め、イヌ飼育の影響の一部は細菌叢の変化を介したものである
ことが示唆された。これらの結果は、先進国で最低に近い思春期児童のWell-Beingの向上に向けた科学的視点に
資するものとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
イヌとの暮らしがもたらすヒトの心身への効果は、小児アレルギーの抑制、うつ病や不
安症の改善、自閉症児の症状回復、認知症の改善など、枚挙に暇がない。しかし、イヌ
との生活がなぜヒトの心身に医学的恩恵をもたらすかのメカニズムは不明である。最も
有力な候補分子は神経ペプチドのオキシトシンである。オキシトシンは不安やうつ病、
ストレス応答を軽減させ、過剰な自律神経系の興奮を抑える効果を持つ。社会性に障害
を抱える自閉症児への症状改善効果も知られている。また、脊髄後根神経節に作用し鎮
痛効果をもつことや、免疫系に作用して抗炎症作用を示すこと、更に外傷に対する治癒
促進効果も併せ持つ。申請者らはヒトとイヌの間にオキシトシンと親和行動を介した絆
形成が認められること、このオキシトシン機能はヒトとイヌの共進化のプロセスで獲得
したことを明らかにした（Science 2015）。このことからイヌとの生活によって得られ
る心身の健康の背景にはヒトのオキシトシン神経系の賦活化が関与する可能性がある。 
 

図１ 研究の背景。イヌは家畜

化された動物で最も古くから

ヒトと共生し、その始まりは 4

万年以上前にまで遡る。他の

動物とは一線を画す共生の歴

史を経て、互恵的関係が構築

されたと言われている。イヌの

飼育の効果は喘息の軽減や鎮

痛、ストレス軽減などが知られ

ているが、これらの身体メカ

ニズムとしてオキシトシンの分

泌が想定される。また、申請者らはイヌと飼い主が視線を起点としたやり取りによってオキシトシンの

分泌を促すことを見出してきた（Ngasawa et al. Science 2015）。 

 
興味深いことに、常在細菌叢の中にオキシトシンの分泌を高めるものが存在することが
明らかとなった（Cell 2016）。高脂肪食を接種したマウスは、腸内細菌叢の乱れ（ディ
スバイオシス）を呈し、それと並行して社会性の低下が認められる。乳酸菌の一種であ
るラクトバチルスロイテリ菌を投与すると、このディスバイオシスが改善されるだけで
なく、中枢オキシトシンの分泌が増加し、並行して社会性の改善が認められた。すなわ
ち、イヌとの生活による恩恵は、視線や触れ合いなどの接触によるオキシトシンの分泌
促進に加え、共生の歴史で育まれてきたイヌとヒトの共有細菌叢が関与する可能性があ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、イヌ由来の細菌叢がもつオキシトシンの分泌機能と免疫機能の向上のメカ
ニズムを明らかにし、その機能を将来的にヒトの健康福祉に寄与することを目指し、以
下 2 つの目標を立てた。 
目標１）「イヌとの生活によるヒトの細菌叢変化の同定」ヒトの健康状態の変化と心理
変化を評価し、イヌとの生活によって変化する因子の関連解析を実施する。また併せて、
イヌとの生活がもたらすヒトの細菌叢の変化を、糞便サンプルを用いて明らかにする。
並行してヒトの尿中オキシトシン濃度を測定し、オキシトシン神経系がイヌとの生活に
よって賦活化されるかを調べる。 
目標２）「マウスを用いたイヌ由来の細菌叢のもつ機能解明」本申請グループが確立し
てきたマウスの社会性評価実験系を用いて、イヌ飼育児童から採取した細菌叢を無菌マ
ウスに移植し、行動変容、特に向社会性への影響を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
１）イヌとの生活によるヒトの細菌叢変化の同定 
イヌとの生活がもたらす児童と成人の心身の変化解析を実施する。申請 Gは東京大学と
東京都医学総合研究所が主体となって実施している TTCの主たる実施者であり、これま
で 3000 人を超える児童の発達追跡研究を実施してきた。その中にはアレルギーなどの
疾患情報に加え、社会性の発達、共感性、協調性などのアンケート項目が追跡されてい
る。またサブコホートとして 300 サンプルを採取済みで、尿、DNA、皮膚、唾液、糞便
の細菌叢のデータベースを完成しつつある。これらのデータは他の研究機関の追随を許
さない高い価値のものである。飼育児童における心尺度と細菌叢、内分泌の関連解析を
実施知る。特に細菌叢解析では、糞便サンプルの 16S RNA 解析を実施する。得られた

イヌの視線が親和刺激として交流を促進させ、
双方の尿中オキシトシン濃度を上昇させた

視線
(social cue) オキシトシン

オキシトシン

話しかけ、なでるなどの親和行動

(Nagasawa, et al. Science. 2015)

動物との共生がもたらすヒトの心身の健康
・喘息リスクの低下、アトピーの軽減
・肥満改善
・循環器障害の改善
・疼痛の軽減
・消化器疾患の改善
・トラウマ症候群の改善
・自閉症の行動改善
・不安症の軽減
・社会性の向上



ASVデータと児童の心理状態や健康状態、さらに尿中オキシトシン値とコルチゾール値
を測定し、関連解析を実施する。これらのデータから、機能的菌の選抜を行う。 
 

 
図２ 研究１）の目的。イヌが家庭にいることでの心理的なら

びに身体機能の変化をモニタする。心理的変化はアンケート

により、また身体機能の変化について、活動量と睡眠はビー

コンセンサを用いた。内分泌変化は朝最初の尿を３日分採取

してもらい、オキシトシンならびにコルチゾールを ELISA 法

で測定する。腸内細菌叢は、通常の糞便を採取後、保存液に

て送付、Myseqで１６SRNA法を用いて分析した。これらの

パラメータと心身の健康（ウェルビーイング）を比較検討した。 

 

 
２）マウスを用いた共有細菌叢のもつ機能解明 
①社会性解析：イヌを飼育する児童から採取した腸内細菌叢（共生細菌叢）を無菌マウ
スに投与し、ノトバイオートマウスを作出、対照としてイヌ非飼育児童から採取した細
菌叢を投与したノトバイオートを作出し、行動バッテリーテストを実施、特に社会性の
変化が観察されるかを調査する。またヒトの解析と同様に、糞便サンプルの 16S RNA 解
析を実施する。得られた ASVデータと行動バッテリーテストの結果の関連解析を実施す
る。これらのデータから、機能的菌の選抜を行う。最終的に、ヒトの解析で得られた結
果とマウスで得られた結果を合わせて解析を行う。 
 

図３ 研究２）の目的。イヌ飼育児童か

ら採取した細菌叢を無菌マウスに移

植、ノトバイオートマウスを作出する。

ノトバイオートの社会性を含んだ行動

バッテリーテストを実施し、細菌叢の

行動への影響を明らかにする。またマ

ウスから糞便を採取し、保存液にて保

存、Myseq で１６SRNA 法を用いて

分析した。これらのパラメータとマウ

スの行動データとを比較検討した。 

 
４．研究成果 
１）イヌとの生活によるヒトの細菌叢変化の同定 
イヌと飼い主の同調性を評価するため、両者の運動活性度の同調の指標として回帰直

線の傾きと R2乗の値を比較したところ、これらの値が上昇した代表例では譲渡 3‐4ヶ
月頃に最もイヌと飼い主のクラスタに類似性が認められた。一方、傾きと R2 乗に変化
がみられなかった代表例では、前半 3カ月ではクラスタ変動は類似せず、後半 3カ月で
次第に同調してくることがわかった。また運動活性度の同調傾向とイヌのオキシトシン
値には正の相関傾向がみられた。イヌと飼い主のオキシトシン値は正の相関が認められ
た。飼い主の心理尺度についても、運動活性度の同調傾向との相関解析を行ったところ、
POMS2 のいくつかの項目で有意性が認められた。回帰直線の傾きと混乱-当惑と友好の
気分状態との間に負の相関、疲労-無気力、活気-活力との間に負の相関に有意傾向がみ
られた。また、R2乗と混乱-当惑、活気-活気の負の相関、疲労-無気力と友好との間に
負の相関に有意傾向があった。 
 次に、イヌ飼育による効果であることを検討するために、イヌ飼育群と対照群との比
較を行った。コルチゾール値についてはイヌ飼育群と対照群の間に群間差はみられたも
のの、時間的変化はみられなかった。また、イヌ飼育群は対照群に比べ、全体的にコル
チゾール値が高かった。 心理尺度について、WHO QOL26では身体的領域、心理的領域で
群間差があり、心理的領域、社会的関係、QOL平均値においては群と時間的変化の交互
作用が認められた。一方、POMS2でも混乱-当惑、抑うつ-落込み、疲労-無気力、TMD得
点で群間差がみられ、友好の気分状態との間には有意な群と時間的変化の交互作用がみ
られた。腸内細菌叢についてが、どの時期においてもイヌと飼い主間の細菌叢の共有は
みられなかった。 
 児童を対照とした解析において、イヌの飼育が児童の内分泌に対して影響を与えてお
らず、コルチゾールにもオキシトシンにも飼育児童と非飼育児童の差は認められなかっ
た。一方、コホート参加児童のうち、10歳時から 14歳時にかけてウェルビーイングが
急激に低下する児童においては、尿中コルチゾール値が有意に高いことが明らかとなり、
これら児童において何らかの社会環境のストレス要因がウェルビーイングを低下させ
ていることが伺えた。また児童の心尺度をもとに、クラスタ解析を実施したところ、4
つのクラスタに分類されることが明らかとなった。このクラスタ毎の特徴を調べたとこ
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ろ、クラスタ番号 3に属する児童では他の 3つのクラスタに属する児童と比較して、ウ
ェルビーイングスコアが有意に高いことが明らかとなった。またこのクラスタ 3に属す
る児童では、尿中のオキシトシン値が高く、またコルチゾール値が引くことも明らかと
なり、思春期児童のウェルビーイングと内分泌の関係が見出された。さらに児童から採
取した口腔内細菌叢を解析したところ、イヌ飼育児童で発現量が有意に高い菌種を 8つ
見出した。また児童の心尺度（55項目）との相関解析を実施したところ、多くの菌で有
意な関連性が見出された。特にイヌ飼育児童と非飼育児童での差があった菌種のうち、
4つが心尺度（多動、向社会性、友人との関係）において相関が認められ、イヌ飼育に
よる児童の心尺度変化との関連が見出された。 
 

 

図４左 イヌ飼育に伴う昼夜の活動睡眠リズムの変化の事例。イヌと飼い主のデータを同じパネルに示

した。イヌは最初の１ヶ月は夜間睡眠が取れていないことが示された。 右：イヌ飼育に伴う、飼い主とイ

ヌの昼夜の活動睡眠リズムの同調解析の事例。イヌと飼い主の活動データの相関性を解析した。 

 

 

図 5 左 イヌと飼い主のクラスタ相関図の傾きとイヌのオキシトシン値の相関図。 右：イヌと飼い主の

腸内細菌叢変化を主座標法で示した。飼育開始後に類似する可能性は見いだせなかった。 

 
 ２）マウスを用いた共有細菌叢のもつ機能解明： 
アルミ呈示試験にてイヌ飼育経験あり群は全週齢においても逃避行動が多く、匂いか

ぎ行動が少なかった。社会性行動試験ではイヌ飼育経験あり群は 4週齢で陰部匂いかぎ
行動が多く、6週齢で 2個体間の平均距離も遠いことがわかっている。閉じ込め試験で
は 5,6週齢で反応時間が長かった。銀玉覆い隠し試験、尾懸垂試験、棒呈示テストでは
2群に差はなかった。 
16s rRNA 遺伝子解析の結果、行動実験結果と相関する可能性のある細菌がいくつか見
つかった。その中でも、streptococcus属の菌が有力な菌であった。イヌの飼育経験の
有無によって子供の唾液中細菌叢が変化し、その細菌叢はマウス宿主において、攻撃性
行動や社会性行動を変化させた。さらに、この行動と相関する streptococcus属の菌も
発見された。これらのことから、イヌの飼育による心身の変化の一部に細菌叢が関わる
可能性が見出せた。 
 ヒト（思春期児童）とマウスでそれぞれ実施した細菌叢解析と行動との関連性に関し
て照らし合わせを行った。ヒトで細菌叢と心尺度、あるいは内分泌との相関が見い出せ、
さらにマウスでも相関が見いだせた菌が 3つあった。これらは思春期児童の心理傾向に
関わる可能性のある有用な菌種といる。本計画の目標としていた、思春期児童の心理身
体発達を支える候補細菌叢の同定が達成された。 



 

 
図 6 左 イヌ飼育児童と非イヌ飼育児童の細菌叢を定着させたノトバイオートマウスを用いた、社会的

匂い嗅ぎ実験。イヌ飼育児童の細菌叢が定着したマウスでは、匂い嗅ぎ行動が高かった。右：イヌ飼育児

童と非イヌ飼育児童の細菌叢を定着させたノトバイオートマウスを用いた、向社会性実験。イヌ飼育児童

の細菌叢が定着したマウスでは、封じ込められた他個体への接近行動（前関心）が高かった。 

 

 
図７ 思春期児童の社会性心尺度と細菌叢の相関関係（上段）と、ノトバイオートマウスにおける社会行

動と細菌叢の相関関係（下段）。ASV7、ASV４，ASV２、では類似した社会行動と相関することが示さ

れた。 
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